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ペットを飼っている皆さまへ 

 

ペットは私たち人間の生活に 

癒しや安らぎを与えてくれます。 

 

大規模な災害が発生した時、 

家族同様に過ごしているペットを 

連れて避難したいと思うのは 

飼い主の自然な気持ちです。 

 

このマニュアルでは、いざというときに 

家族とペットがともに安全に避難できるよう 

日頃からの心構えと備えを紹介します。 
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1.災害への心構えと避難方法の種類 

 （地震発生後の安全確保編） 
 

災害が起こればペットも人と同様に被災します。 

災害時にペットを守れるのは飼い主だけです。 

人とペットの安全確保のため、日ごろから備えておきましょう。 

大震災時の避難所生活は、長期化することが多く、人とペット

にとって過酷な環境となります。日ごろから親戚や友人宅など、

ペットと避難（又はペットを預ける）できる、避難所以外の場所を

確保しておくことが大切です。 

また、災害時は、飼い主・ペットとも平常心を保つことが難しく

なります。避難先での生活が円滑にできるよう、日ごろからしっ

かりとしつけをしておくことが求められます。 

 

◇災害時避難の流れ 

 

 

 

 

 

 

 
優先順位①              優先順位②                 優先順位③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災 害 発 生 

在宅避難 親戚・友人宅に避難 

又は、ペットのみ預ける 

避難所に避難 

協力して飼育 

生 活 再 建 へ 
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2.日頃からの備え 

①身元表示 

 災害発生時には、やむを得ずペットを残して避難したり、ペットとはぐれてしま

う場合もあります。保護された際に飼い主の元に戻れるようにペットには身元表

示をしましょう。 

 

＜身元表示の例＞ 

犬の場合 

●マイクロチップ 

●鑑札や狂犬病予防注射済票 

●首輪と迷子札 

 

猫の場合 

●マイクロチップ 

●首輪と迷子札 
 

マイクロチップとは 

●直径２ミリ、長さ約８～１２ミリの円筒形の電子標識器具で、内部はＩＣ、

コンデンサ、電極コイルからなり、外側は生体適合ガラスで覆われてい

ます。 

●それぞれのチップには、世界で唯一の１５桁の数字（番号）が記録されて

おり、この番号を専用のリーダー（読取器）で読み取ることができます。 

●動物の安全で確実な個別識別（身元証明）の方法として、ヨーロッパやア

メリカをはじめ、世界中で広く使われています。 

 

鑑札、注射済票とは 

犬の登録や狂犬病予防注射の手続きはお住まいの市区町村で行っていま

す。手続きをすると、犬の登録をした際には「鑑札」、狂犬病予防注射の接

種を受けた際には「注射済票」が交付されます。この鑑札と注射済票は、登

録された犬もしくは狂犬病予防注射を受けた犬であることを証明するた

めの標識ですので、飼い犬に着けておかなければなりません。鑑札には登

録番号が記載されています。もしも飼い犬が迷子になっても、装着されて

いる鑑札から確実に飼い主の元に戻すことができます。 

 

マイクロチップ 

 
鑑札（鎌ケ谷市） 

 

注射済票（鎌ケ谷市） 
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②健康管理 

 動物と人の双方に感染する病気（人と動物の共通感染症）について、正しい知識

を持ち、自分や他の人への感染を防ぎましょう。 

 また、避難所や動物救護施設においては、ペットの免疫力が低下したり、他の動

物との接触が多くなるため、日頃から予防対策を済ませ健康管理をしましょう。 

 

＜予防対策の例＞ 

犬の場合 

●狂犬病予防ワクチン 

●混合ワクチン 

●フィラリア感染予防 

●ノミ・ダニ等の外部寄生虫予防 

●腸内寄生虫の駆除 

●不妊・去勢手術 

 

猫の場合 

●混合ワクチン 

●ノミ・ダニ等の外部寄生虫予防 

●腸内寄生虫の駆除 

●不妊・去勢手術 

 

 

最低でも以上の事が必要と思われます。 

詳しくは、かかりつけの動物病院に相談しましょう。 
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③しつけ 

 災害発生時、いざペットを連れて避難しようとしても、ペットも突然の災害によ

りパニックになり、いつもと違う行動を取る場合があります。こうした状況で飼い

主とペットが安全に避難するためには普段からのしつけが大切です。 

 また、ケージやクレート（キャリーバッグ）に慣らしてお

いたり、人や動物を怖がらないようにしておくことで、避

難所での他人への迷惑を防止するとともに、ペット自身

のストレスも軽減することができます。 

 

＜災害に備えたしつけの例＞ 

犬の場合 

●首輪・ハーネス・リード（引き綱）を付けることを嫌がらない 

●ケージ、クレート（キャリーバッグ）に入ることを嫌がらない 

●決められた場所で排泄ができる 

●「待て」「おいで」「お座り」「伏せ」ができる 

●不必要に吠えない 

●人やほかの動物を怖がったり攻撃的にならない 

 

猫の場合 

●首輪を付けることを嫌がらない 

●ケージ、キャリーバッグに入ることを嫌がらない 

●決められた場所で排泄ができる 

●人やほかの動物を怖がらない 

 

ケージに慣らす方法 

●普段から休めるスペースとして開放しておく 

●ケージの中におやつを入れたりし、良い印象を持たせる 

●ケージの中にペットのにおいがついたタオルやおもちゃを入れておく 

●中でリラックスしているのを見つけたら褒める 

●動物病院に行く手段や、閉じ込められる場所など、悪い印象に結びつか

ないようにする 
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④役割分担 

 いざ災害が起こったときどうするか、さまざまな場面を日頃から想定し、家族

全員で話し合っておきましょう。 

 また災害発生時に誰がペットを連れて避難するかなど、役割を決めておきま

しょう。 

 

⑤備蓄品 

●ペットフードと水は３日分は用意しておきましょう。また、餌を与える食器も忘

れずに！餌が変わると食べないこともあるので注意しましょう。 

●ペットの写真、健康手帳、ワクチン接種証を用意しましょう。携帯電話にペット

の写真を保存しておくと、いざというときに役立ちます。 

●かかりつけ医から薬が処方されていれば、その薬を多めに用意しておきましょ

う。 

●リード（引き綱）や首輪、バスタオル、うんち処理用のビニール袋、トイレ砂、新聞

紙、ペットシーツ、毛布をキャリーバッグに入れていつでも持ち出せるようにし

ておきましょう。荷物が大きくなるため、台車があると良いでしょう。 

●避難先ではペットはクレート（キャリーバック）内での生活を強いられることが

多いので準備が求められます。クレート（キャリーバック）又はケージを準備して

ください。大きめの方がお世話をしやすいでしょう。 
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⑥避難所・避難ルートの確認 

 災害があったときは、飼い主はもとよりペットも慌ててしまいがちですので、日

頃から自分の避難所の場所を確認しておきましょう。 

 また犬の場合、避難所までの散歩をさせておくとよいでしょう。 

 

 

あなたの避難場所は、 

 

       避難所 

※Ｐ．10の避難所一覧から選んで記入しておきましょう。 

 

 

※犬・猫以外のペットの場合 

 避難所によって受け入れができない場合もありますので、避難前に市の担当者

に確認してから避難しましょう。（※原則、危険でない小動物のみ受入れを想定） 

 

 

1.
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2.災害が発生したときの対応 

①飼い主の身の安全の確保 

 まずは、自分の身の安全を確保しましょう。 

 災害時は人もパニックになりやすいので、落ち着いて身の安全を最優先に確保

して下さい。 

 

 

②ペットの安全の確保 

 次にペットを落ち着かせましょう。 

 予期せぬ突然の災害は、ペットもパニックになります。パニックになっている

ペットに不用意に手を出すと、噛まれるなど、思わぬケガを負うことになりますの

で、なによりも飼い主が冷静になることが大切です。自分が落ち着いたと思った

ら、できるかぎり普段接するような態度でペットに話しかけるなど、ペットを落ち

着かせましょう。 

 ある程度ペットが落ち着いたと思ったら、リードを付けたりケージに入れるなど、

避難する準備をしましょう。 

 

 

③避難 

 自宅に居ることで安全の確保ができるか判断しましょう。危険と判断する場合、

避難する場所を決めます。親戚や知人宅など、安全でペットとともに受け入れて

もらえる場所へ避難しましょう。避難所は、人・ペットともに過酷な環境となりま

すので、身を守るため最終手段であるという認識を持ちつつ、避難してください。 

 準備ができたらペットを連れて指定の避難所へ避難しましょう。 

 避難所へ向かう道は障害物やガラスなど危険な物が散乱している場合が予想

されますので、大型犬などは足元に注意しながら落ち着いて、指定の避難所に避

難しましょう。 

1.
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3.避難所・仮設住宅での注意点 

①周囲の避難者への配慮 

 避難所や仮設住宅には、たくさんの方が集まります。その中には、動物が苦手な

方、動物アレルギーを持っている方など、避難してきたすべての人々が、ペットに

理解があるとは限りません。 

 また、ペットも普段の生活環境から変わり、ストレスを抱えて

いるため、飼い主はいつも以上に周りに配慮しなければなり

ません。 

 飼い主は、ペットの世話やペットフードの確保、またペットを

飼養できる場所の確保などやることはたくさんありますの

で、周囲の人々に配慮したルールを作り、できれば飼い主同

士が助け合いましょう。 

 各避難所には避難所運営マニュアルがありますので、避難所運営委員会の指示

に従ってください。（Ｐ．10参照） 

 

②ペットの健康管理 

 人と同様にペットも災害時は多大なストレスを抱え、むやみに

吠えたり、食欲が無くなったりすることがあります。急激なスト

レスにより免疫力が低下し、病気になる可能性も高くなります

ので、特にペットの排泄物など衛生面に注意し、ペットの健康管

理をしましょう。 

 

 自分のペットの排泄物については、責任を持って処理しま

しょう。 

 

 

 

 

ペットのストレス解消 

ストレスを低減させるために、避難所や仮設住宅周辺をいつも以上に散歩

させるなど、ペットのストレス解消に努めましょう。 
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ペットの飼い主の皆さんへの注意事項 

（避難所運営マニュアルより抜粋） 

 

大規模災害発生後、火災や家屋の倒壊によって被害を受けて避難所生活を余

儀なくされた時、多くの被災者は恐怖や不安から平常心を失っている状況下で、

共同生活を送らなければなりません。 

被災者のみならずペットにとっても、見知らぬ人たちの中で、限られたスペー

スでの生活はストレスの原因となり、異常行動を取ったり、病気になったりする

こともあります。 

ペットとの同行避難は、避難所の責任者や他の被災者の理解と協力のもと、

ペットの飼い主が責任を持って飼育することを原則とします。 

ペットの飼い主の皆さんは、次のことを守って避難所生活を送ってください。 

１． ペットの飼い主は、「ペット登録台帳」に必要事項を必ず記載してくださ

い。 

２． 犬は鑑札（登録）、注射済票（狂犬病予防注射）を付けてください。 

猫は、迷子札を付けてください。 

３． ペットは指定された場所につなぐか、オリやケージの中に入れて、指定さ

れた場所で飼ってください。 

４． 飼育場所や施設は飼い主の手によって常に清潔にし、必要に応じて消毒

を行ってください。 

５． 屋外の指定された場所で排便させ、後始末を必ず行ってください。 

６． 原則としてペットの食料は飼い主が用意してください。 

また、給餌は時間を決めてその都度きれいに片付けを行ってください。 

７． 運動やブラッシングは、必ず屋外で行ってください。 

８． 飼育困難な場合は、避難所運営委員会（環境衛生班）に申し出てくださ

い。 
（一時預かり可能なペットホテルや動物病院などの施設の紹介をします。） 

９． 他の避難者との間でトラブルが生じた場合は、速やかに避難所運営委

員会（環境衛生班）まで連絡してください。 

※盲導犬、介助犬、聴導犬などの補助犬については、ペットとは捉えず要配慮者への支援として考えます。 

避難所運営委員会 
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4.指定緊急避難場所及び指定避難所一覧 
平成２８年３月末現在  

 

 名称 
所在地 

電話番号 
使用施設 

避難所 

及び 

避難場所 

有効面積 

（㎡） 

収容可能

人員（人） 
主な対象地区 

1 鎌ケ谷小学校 
中央 2-1-1 

047-442-1105 

体育館 

運動場 

◇ 

◆ 

1,000 

7,838 

500 

3,919 

初富、南初富、中央、東初富、 

新鎌ケ谷 

2 東部小学校 
鎌ケ谷 8-3-11 

047-443-2070 

体育館 

運動場 

◇ 

◆ 

1,028 

5,448 

514 

2,724 
丸山、鎌ケ谷、東道野辺 

3 北部小学校 
粟野 735番地 

047-443-2410 

体育館 

運動場 

◇ 

◆ 

865 

5,736 

432 

2,868 
粟野、佐津間、中・西・南佐津間 

4 南部小学校 
中沢 726番地 

047-443-5148 

体育館 

運動場 

◇ 

◆ 

1,008 

6,373 

504 

3,186 

道野辺、西道野辺、馬込沢、中沢、 

東中沢、中沢新町 

5 西部小学校 
初富 110番地 

047-443-6621 

体育館 

運動場 

◇ 

◆ 

904 

5,715 

452 

2,857 

北中沢、初富、くぬぎ山、北初富、 

串崎新田 

6 中部小学校 
道野辺中央 3-12-3 

047-443-0029 

体育館 

運動場 

◇ 

◆ 

837 

6,886 

418 

3,443 

丸山、道野辺中央、道野辺本町、 

中沢、東中沢、中沢新町、富岡 

7 初富小学校 
東初富 1-20-1 

047-445-2321 
体育館 ◇・◆ 914 457 東鎌ケ谷、初富、南初富、東初富 

8 道野辺小学校 
東道野辺 5-5-1 

047-445-5041 

体育館 

運動場 

◇ 

◆ 

999 

5,994 

499 

2,997 
丸山、鎌ケ谷、南鎌ケ谷、東道野辺 

9 五本松小学校 
南初富 1-16-1 

047-445-2366 

体育館 

運動場 

◇ 

◆ 

886 

7,014 

443 

3,507 

初富、南初富、中央、東初富、 

新鎌ケ谷 

10 鎌ケ谷中学校 
富岡 1-2-1 

047-444-0456 

体育館 

運動場 

◇ 

◆ 

1,230 

10,736 

615 

5,368 

道野辺本町、東中沢、南初富、富岡、 

初富本町、新鎌ケ谷 

11 第二中学校 
東道野辺 4-19-26 

047-444-6751 

体育館 

運動場 

◇ 

◆ 

1,027 

9,443 

513 

4,721 

丸山、鎌ケ谷、東道野辺、 

道野辺本町、右京塚 

12 第三中学校 
粟野 450番地 

047-443-3473 

体育館 

運動場 

◇ 

◆ 

995 

15,504 

497 

7,752 

中沢、北中沢、初富、北初富、 

新鎌ケ谷、粟野、佐津間 

13 第四中学校 
中沢 1024-1 

047-444-2185 

体育館 

運動場 

◇ 

◆ 

999 

8,681 

499 

4,340 
中沢、東中沢、北中沢 

14 第五中学校 
初富 806-262 

047-443-3410 

体育館 

運動場 

◇ 

◆ 

1,002 

18,264 

501 

9,132 
初富、東初富 

⑮ 鎌ケ谷高等学校 
東道野辺 1-4-1 

047-444-2171 

体育館 

運動場 

◇ 

◆ 

2,152 

22,638 

1,076 

11,319 

中沢、中沢新町、道野辺、東道野辺、

西道野辺、道野辺中央、道野辺本町 

⑯ 鎌ケ谷西高等学校 
初富 284-7 

047-446-0051 

体育館 

運動場 

◇ 

◆ 

2,849 

20,073 

1,424 

10,036 
初富、くぬぎ山、粟野、佐津間 

17 南初富保育園 
東初富 2-6-50 

047-443-2093 

全 室 

運動場 

◇ 

◆ 

1,320 

2,107 

660 

1,053 
南初富、東初富 

18 道野辺保育園 
道野辺中央 5-7-10 

047-444-1885 

全 室 

運動場 

◇ 

◆ 

1,391 

2,407 

695 

1,203 

道野辺、東道野辺、道野辺中央、 

中沢、中沢新町 

19 
くぬぎ山コミュニティセンター 

くぬぎ山公園 

くぬぎ山 4-2-46-10 

047-389-1401 

コミュニティセンター 

公 園 

◇ 

◆ 

986 

3,336 

493 

1,668 
初富、くぬぎ山、串崎新田 

⑳ 市制記念公園 
初富 924-6 

047-445-0285 
公 園 ◆ 33,000 16,500 

初富、南初富、中央、東初富、 

新鎌ケ谷、粟野、佐津間 

21 鎌ケ谷市民体育館 
初富 860-3 

047-444-8585 

体育館 

駐車場他 

◇ 

◆ 

7,650 

9,895 

3,825 

4,947 
初富、東初富、南初富、粟野、軽井沢 

22 陸上自衛隊松戸駐屯地  
松戸市五香六実 17番地 

047-387-2171 
グラウンド ◆ 19,500 9,750 くぬぎ山 

23 鎌ケ谷カントリークラブ 
中沢 1338-3 

047-444-4111 

ゴルフ 

練習場 
◆ 21,400 10,700 中沢、東中沢、北中沢 

24 全国信用金庫研修所 
初富 206番地 

047-444-3001 
グラウンド ◆ 12,700 6,350 

初富、くぬぎ山、北初富、串崎新田、

粟野 

25 海上自衛隊下総航空基地 
柏市藤ヶ谷 1614-1 

04-7191-2321 

体育館 

グラウンド 

◇ 

◆ 

1,392 

14,761 

300 

3,500 

東初富、粟野、佐津間、軽井沢、 

中・西・南佐津間 

26 社会福祉センター 
初富 802-116 

047-444-0121 
- - - - 要配慮者を対象 

 

備考：番号を○で囲ったものは、広域避難場所を表す。番号を□で囲ったものは、福祉避難所を表す。 

避難所及び避難場所の列で、◇は避難所、◆は避難場所を表す。
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5.災害時協力連携病院一覧 
 

 

病院名 住所 電話番号 

かいがらやま動物病院 鎌ケ谷市くぬぎ山 4-6-51 047-394-0111 

イトウペットクリニック 鎌ケ谷市くぬぎ山 2-3-1 047-387-8366 

板谷動物病院 鎌ケ谷市東鎌ケ谷 2-21-3 047-444-1336 

西原動物病院 鎌ケ谷市東初富 4-3-18 047-443-5379 

みちのべ動物病院 鎌ケ谷市富岡 1-10-14 047-445-4922 

ひがしっぽ動物病院 鎌ケ谷市道野辺中央 2-9-7 047-444-1128 

くらした動物病院 船橋市馬込西 3-16-12 047-438-9990 

京葉動物保護協会動物診療所 柏市高柳 940-9 04-7192-0106 

さきがおか動物病院 船橋市咲が丘 1-3-6 047-449-9912 

三咲動物病院 船橋市みやぎ台 3-3-18 047-447-5858 

中村動物病院 船橋市馬込町 981-22 047-439-1619 

吉沢犬猫病院 船橋市藤原 1-8-18 047-337-5530 

 

災害時に市の協力要請に基づき、動物救護活動（被害動物の応急手当、保管、 

管理、衛生指導等）を行います。 
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⑯鎌ケ谷西高等学校 
（広域避難場所） 

1 鎌ケ谷小学校 

10 鎌ケ谷中学校 

23 鎌ケ谷カントリークラブ 

13 第四中学校 

6 中部小学校 

18 道野辺保育園 

4 南部小学校 

⑮鎌ケ谷高等学校 
（広域避難場所） 

8 道野辺小学校 

2 東部小学校 

11 第二中学校 

17 南初富保育園 

7 初富小学校 

9 五本松小学校 

26 社会福祉センター  
（福祉避難所） 

14 第五中学校 

21 鎌ケ谷市民体育館 

25 海上自衛隊下総航空基地 

3 北部小学校 

⑳市制記念公園 
（広域避難場所） 

12 第三中学校 

24 全国信用金庫研修所 

22 陸上自衛隊松戸駐屯地 

19 くぬぎ山コミュニティセンター・
くぬぎ山公園 

5 西部小学校 

6.鎌ケ谷市避難所マップ 
 

 

避難所は赤字と緑の枠□で示しています。 

番号はＰ．10の 4.「指定緊急避難場所及び指定 

避難所一覧と」対応しています。 

 

最寄の避難所の場所を確認しておきましょう。 
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7.その他（千葉県災害体制等について） 
 

千葉県動物愛護管轄図 
 

：本所管内 

：東葛飾支所管内 

千葉県健康福祉部衛生指導課 災害時動物救護活動マニュアルより 

夷隅ＨＣ犬抑留所 

（いすみ市下布施２６６６） 

海匝ＨＣ八日市場センター ■ 

■ 

■ 

動物愛護センター東葛飾支所 

（柏市高柳１０１８－６） 

動物愛護センター 

（富里市御料７０９－１） 

船橋市動物愛護指導センター 

（船橋市潮見町３２－２） 

千葉市動物保護指導センター 

（千葉市稲毛区宮野木町４４５－１） 

君津ＨＣ犬抑留所 

（君津市北子安１０１２） 

安房ＨＣ犬抑留所 

（館山市山本１６０４） 

長生ＨＣ 

山武ＨＣ 

海匝ＨＣ 

香取ＨＣ 
印旛ＨＣ成田支所 

印旛ＨＣ 

柏市ＨＣ 

野田ＨＣ 

松戸ＨＣ 

市川ＨＣ 

習志野ＨＣ 

市原ＨＣ 

君津ＨＣ 

安房ＨＣ 

● 
● 

■ 

安房ＨＣ鴨川センター 

夷隅ＨＣ 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 
■ 

● 

● 

● 
■ 

● 

● 

■ 

● 

● 

● 

● 
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県災害対策本部と健康福祉部事務局・動物対策の体制 
 

 

千葉県防災対策本部 

健康福祉部（事務局） 

千葉県動物救護本部 

動物救護センター 

医
療
救
護
班 

現
地
派
遣
班 

庶

務

班 
広
報
渉
外
班 

情

報

班 

総
合
調
整
班 

社
会
福
祉
班 

保
健
衛
生
班 

衛生指導課 

課 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の 

受
付
・登
録 

飲
料
水
安
全
確
保 

保

健

活

動 

防

疫

活

動 

入
浴
機
会
確
保 

動
物
保
護
対
策 

火

葬

対
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